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規則 
○ 児童福祉法施行細則の一部を改正する規則（こども安全課）

○ 交番、駐在所及び警備派出所の設置に関する規則の一部を改正する規則（地域総務課） 

○ 管理職手当に関する規則の一部を改正する規則（総務給与課）

告示
○ 埼玉県土地利用基本計画の変更（土地水政策課）

○ 地籍調査の成果の認証（土地水政策課）

○ 地籍調査の成果の認証（土地水政策課）

○ 川口市戸塚環境センター施設整備事業環境影響評価書の縦覧（環境政策課）

○ 埼玉県総合リハビリテーションセンター病院事業出納取扱金融機関の指定（福祉政策

課）

○ 大規模小売店舗に対する市町村等意見の公示（商業・サービス産業支援課）

○ 児玉土地改良区の役員就退任届（本庄農林振興センター）

○ 測量法に基づく公共測量の終了（用地課）

○ 測量法に基づく公共測量の実施（用地課）

○ 測量法に基づく公共測量の終了（用地課）

○ 測量法に基づく公共測量の実施（用地課）

○ 土砂災害特別警戒区域の解除（河川砂防課）

○ 雨水流出抑制施設の告示（河川砂防課）

○ 建築士の処分（建築安全課）

○ 東松山都市計画下水道事業の事業計画の変更認可（下水道事業課）

○ 蓮田都市計画下水道の変更に係る図書の写しの縦覧（下水道事業課）

○ 県道堀兼根岸線の区域の変更（川越県土整備事務所）

○ 県道堀兼根岸線の供用の開始（川越県土整備事務所）

○ 県道阿佐間幸手線の区域の変更（杉戸県土整備事務所）

○ 県道幸手境線の供用の開始（杉戸県土整備事務所）

○ 開発行為に関する工事の完了公告（越谷建築安全センター）

○ 開発行為に関する工事の完了公告（越谷建築安全センター）

○ 開発行為に関する工事の完了公告（越谷建築安全センター）
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上

 

9
3
,
0
0
0
円

以
下

 

 
 
2
7
,
0
0
1
円

以
上

 
5
7
,
0
0
0
円

以
下

 

 
 

9
,
0
0
1
円

以
上

 

2
7
,
0
0
0
円

以
下

 

 
 
9
,
0
0
0
円

以
下

 
 

 

                      

年
法
律
第
２
２
６
号
）
」
を
削
り
、
「
Ｃ2

階
層
」
を
「
同
階
層
及
び
Ｄ1

～
Ｄ1

5

階
層
」
に
、
「
第

５
条
の
４
の
２
第
６
項
」
を
「
第
５
条
の
４
の
２
第
５
項
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
２
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。 

      

別
表
第
二
の
備
考
５
及
び
６
を
削
り
、
同
表
の
備
考
４
⑶
中
「
障
害
児
施
設
」
を
「
障
害
児
入

所
施
所
」
に
、
「
（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
」

を
「
同
法
第
」
に
、
「
又
は
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の

法
律
」
を
「
又
は
同
法
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
中
４
を
５
と
し
、
同
表
の
備
考
３
⑴
中
「
、
障

２
 

階
層

区
分

の
認

定
に

つ
い

て
、

平
成

２
３

年
７

月
１

５
日

雇
児

発
０

７
１

５
第

１

号
厚

生
労

働
省

雇
用

均
等

・
児

童
家

庭
局

長
通

知
「

控
除

廃
止

の
影

響
を

受
け

る
費

用
徴

収
制

度
等

（
厚

生
労

働
省

雇
用

均
等

・
児

童
家

庭
局

所
管

の
制

度
に

限
る

。
）

に
係

る
取

扱
い

に
つ

い
て

」
の

規
定

に
よ

つ
て

再
計

算
し

な
い

取
扱

い
を

原
則

と
す

る
。

 

Ｃ
階

層
 

Ｃ
２
階

層
 

同
階

層
及

び
Ｄ

１
～

Ｄ
1
5
階

層
 

第
５

条
の

４
の

２
第

５
項

 

障
害

児
施

設
 

５
条

の
４

の
２

第
６

項
 

Ｃ
１
階

層
 

障
害

児
入

 

所
施

設
 

（
障

害
者

の
日

常
生

活
及

び
社

会
生

活
を

総
合

的
に

支
援

す
る

た
め

の
法

律
 

法
律

 
、

障
 

又
は

障
害

者
の

日
常

生
活

及
び

社
会

生
活

を
総

合
的

に
支

援
す

る
た

め
の

 

又
は

同
法

 

（
同

法
 

年
法

律
第

２
２

６
号

）
 

２
 

階
層

区
分

の
認

定
に

つ
い

て
、

平
成

２
３

年
７

月
１

５
日

雇
児

発
０

７
１

５
第

１
 

」 

に
改
め
、
同
表
の
備
考
１
中
「 

 
 

 

」
を
「 

 
 

」
に
改
め
、
「 （

昭
和

２
５

 

第
 



害
児
入
所
施
設
」
及
び
「
、
肢
体
不
自
由
児
又
は
重
症
心
身
障
害
児
を
入
院
さ
せ
る
指
定
発
達
支

援
医
療
機 

」
を
削
り
、
同
表
の
備
考
中
３
を
４
と
し
、
２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

     

別
表
第
二
の
備
考
７
中
「
、
平
成
１
８
年
１
０
月
１
日
以
降
に
お
い
て
」
を
削
り
、
「
第
２
１

条
の
５
の
３
第
１
項
」
を
「
第
２
１
条
の
５
の
２
」
に
改
め
、
「
な
お
、
法
第
２
４
条
の
２
の
規

定
に
よ
り
障
害
児
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童
等
に
係
る
費
用
徴
収
基
準
月
額
は
、
平
成
１
８
年

１
０
月
１
日
前
の
規
則
に
基
づ
く
費
用
徴
収
基
準
月
額
と
す
る
。 

 

」
及
び
「
別
に
知
事
が
定

め
る
軽
減
措
置
適
用
後
の
」
を
削
り
、
「
並
び
に
」
の
次
に
「
法
第
２
１
条
の
５
の
２
９
に
規
定

す
る
肢
体
不
自
由
児
通
所
医
療
又
は
」
を
加
え
、
同
表
の
備
考
中
７
を
６
と
し
、
６
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。 

     

別
表
第
二
の
備
考
８
中
「
Ｃ1

又
は
Ｃ2

階
層
」
を
「
Ｃ
階
層
」
に
、
「
Ｄ1

海
王
の
う
ち
所
得

税
の
額
が
８
，
４
０
０
円
」
を
「
Ｄ1

又
は
Ｄ2

階
層
の
う
ち
市
町
村
民
税
所
得
割
の
額
が
１
９
，

０
０
０
円
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
９
中
「
そ
の
被
措
置
児
童
に
係
る
」
を
「
そ
の
措
置
児
童
に

係
る
」
に
改
め
、
「
（
そ
の
被
措
置
児
童
が
別
表
第
３
に
よ
り
徴
収
を
受
け
る
場
合
に
は
、
当
該

被
措
置
児
童
に
係
る
費
用
徴
収
基
準
月
額
を
控
除
し
た
残
額
）
」
を
削
り
、
「
５
」
を
「
６
」
に

改
め
、
同
表
の
備
考
⑩
⑴
中
「
Ｄ1

4

階
層
」
を
「
Ｄ1

5

階
層
」
に
、
「
Ｄ1

階
層
（
所
得
税
の
額

が
８
，
４
０
０
円
」
を
「 

Ｄ
又
は
Ｄ2

階
層
（
市
町
村
民
税
所
得
割
の
額
が
１
９
，
０
０
０
円
」

に
改
め
、
同
表
の
備
考
⑪
及
び
⑫
を
削
る
。 

 

別
表
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。 

 
 

７
 

里
親

又
は

小
規

模
住

居
型

児
童

養
育

事
業

を
行

う
者

に
委

託
さ

れ
て

い
る

児
童

及

び
児

童
養

護
施

設
又

は
母

子
生

活
支

援
施

設
に

入
所

し
て

い
る

児
童

が
、

児
童

自
立

支
援

施
設

又
は

児
童

心
理

治
療

施
設

へ
通

所
す

る
場

合
の

通
所

に
係

る
費

用
徴

収
基

準
月

額
は

０
円

と
す

る
。

 

11 

12 

Ｄ
1
4
階

層
 

Ｄ
１
又

は
Ｄ

２
階

層
（

市
町

村
民

税
所

得
割

の
額

が
１

９
，
０

０
０

円
 

Ｄ
1
5
階

層
 

Ｄ
1
階

層
（

所
得

税
の

額
 

 
す

る
世

帯
の

扶
養

義
務

者
が

指
定

都
市

（
地

方
自

治
法

（
昭

和
２

２
年

法
律

第
６

７

号
）

第
２

５
２

条
の

１
９

第
１

項
の

指
定

都
市

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

の
区

域
内

に
住

所
を

有
す

る
者

で
あ

る
と

き
は

、
こ

れ
ら

の
者

を
指

定
都

市
以

外
の

市
町

村
の

区
域

内
に

住
所

を
有

す
る

者
と

み
な

し
て

、
所

得
割

の
額

を
算

定
す

る
も

の
と

す
る

。
 

、
肢

体
不

自
由

児
又

は
重

症
心

身
障

害
児

を
入

院
さ

せ
る

指
定

発
達

支
 

３
 

所
得

割
の

額
を

算
定

す
る

場
合

に
は

、
措

置
児

童
等

及
び

そ
の

措
置

児
童

等
の

属
 

Ｃ
１
又

は
Ｃ

２
階

層
 

Ｃ
階

層
 

Ｄ
１
階

層
の

う
ち

所
得

 

税
の

額
が

８
，

４
０

０
円

 
Ｄ

１
又

は
Ｄ

２
階

層
の

う
ち

市
町

村
民

税
所

得
割

の
額

が
１

９
，

 

０
０

０
円

 

（
そ

の
被

措
置

児
童

が
別

表
第

３
に

よ
り

徴
収

を
受

け
る

場
合

に
は

、
当

該
 

６
 

５
 

10 

援
医

療
機

関
 

、
平

成
１

８
年

１
０

月
１

日
以

降
に

お
い

て
 

定
に

よ
り

障
害

児
施

設
に

入
所

し
て

い
る

児
童

等
に

係
る

費
用

徴
収

基
準

月
額

は
、

平
成

１
８

年
 

第
２

１
 

条
の

５
の

３
第

１
項

 
第

２
１

条
の

５
の

２
 

な
お

、
法

第
２

４
条

の
２

の
規

 

１
０

月
１

日
前

の
こ

の
規

則
に

基
づ

く
費

用
徴

収
基

準
月

額
と

す
る

。
 

す
る

肢
体

不
自

由
児

通
所

医
療

又
は

 

別
に

知
事

が
定

 

め
る

軽
減

措
置

適
用

後
の

 
並

び
に

 
法

第
２

１
条

の
５

の
２

９
に

規
定

 

害
児

入
所

施
設

 

そ
の

被
措

置
児

童
に

係
る

 
そ

の
措

置
児

童
に

 

係
る

 

被
措

置
児

童
に

係
る

費
用

徴
収

基
準

月
額

を
控

除
し

た
残

額
）

 

が
８

，
４

０
０

円
 



 
Ｄ

1
5  

 
Ｄ

1
4  

 
Ｄ

1
3  

 
Ｄ

1
2  

 
Ｄ

1
1  

 
Ｄ

1
0  

 
Ｄ

９
 

 
Ｄ

８
 

 
Ｄ

７
 

 
Ｄ

６
 

 
Ｄ

５
 

 
Ｄ

４
 

 
Ｄ

３
 

 
Ｄ

２
 

 
Ｄ

１
 

Ｃ
 

 
Ｂ

２
 

 
Ｂ

１
 

Ａ
 

各
月

初
日

の
措

置
児

童
等

の
属

す
る

世
帯

の
階

層
区

分
 

Ａ
階

層
及

び
Ｃ

階
層

を
除

き
当

該
年

度
分

の
市

町
村

民
税

の
課

税
世

帯
で

あ
つ

て
、

そ
の

市
町

村
民

税
所

得
割

の
額

の
区

分
が

次
の

区
分

に
該

当
す

る
世

帯
 

Ａ
階

層
を
除

き
当

該
年

度
分

の
市

町
村

民
税

の
課

税
世

帯
で
あ
つ

て
、
そ

の
市

町
村

民
税

の
額

が
均

等
割

の
額

の
み

の
世

帯
（

所
得

割
の

額
の

な
い

世
帯

）
 

Ａ
階

層
を

除
き

当
該

年
度

分
の

市
町

村
民

税
非

課
税

世
帯

お
お

お
 

生
活

保
護

法
に

よ
る

被
保

護
世

帯
（

単
給

世
帯

を
含

む
。
）
及

び

中
国

残
留

邦
人

等
の
円

滑
な
帰

国
の
促

進
並

び
に
永

住
帰

国
し
た

中
国

残
留

邦
人

等
及

び
特

定
配

偶
者

の
自

立
の
支

援
に
関

す
る
法

律
に

よ
る

支
援

給
付

受
給

世
帯

 

1
,
4
3
9
,
0
0
1
円

以
上

 

1
,
2
3
8
,
0
0
1
円

以
上

 
 

1
,
4
3
9
,
0
0
0
円

以
下

 

1
,
0
5
6
,
0
0
1
円

以
上

 
 

1
,
2
3
8
,
0
0
0
円

以
下

 

 
 
8
6
4
,
0
0
1
円

以
上

 
 

1
,
0
5
6
,
0
0
0
円

以
下

 

 
 
7
1
6
,
0
0
1
円

以
上

 
 

 
8
6
4
,
0
0
0
円

以
下

 

 
 
5
9
4
,
0
0
1
円

以
上

 
 

 
7
1
6
,
0
0
0
円

以
下

 

 
 
4
6
5
,
0
0
1
円

以
上

 
 

 
5
9
4
,
0
0
0
円

以
下

 

 
 
3
4
8
,
0
0
1
円

以
上

 
 

 
4
6
5
,
0
0
0
円

以
下

 

 
 
2
7
7
,
0
0
1
円

以
上

 
 
 
 

3
4
8
,
0
0
0
円

以
下

 

 
 
1
8
9
,
0
0
1
円

以
下

 
 

 
2
7
7
,
0
0
0
円

以
下

 

 
 
 
9
6
,
0
0
1
円

以
上

 
 

 
 
1
8
9
,
0
0
0
円

以
下

 

 
 
 
6
0
,
0
0
1
円

以
上

 
 

 
 

9
6
,
0
0
0
円

以
下

 

 
 
 
3
0
,
0
0
1
円

以
上

 
 

 
 
6
0
,
0
0
0
円

以
下

 

 
 
 
1
2
,
0
0
1
円

以
上

 
 

 
 
3
0
,
0
0
0
円

以
下

 

 
 
 
 
 
 
 
 
1
円

以
上

 
 

 
 
1
2
,
0
0
0
円

以
下

 

Ｂ
１
階

層
を

除
く

世
帯

 

単
身

世
帯

 
母

子
世

帯
等

 
在

宅
障

害
児

（
者

）
の

い
る

世
帯

 
そ

の
他

の
世

帯
 

9
9
,
0
0
0
円

 

9
5
,
6
0
0
円

 

8
3
,
3
0
0
円

 

 
7
1
,
9
0
0
円

 

 
6
1
,
2
0
0
円

 

 
5
1
,
4
0
0
円

 

 
4
2
,
5
0
0
円

 

 
3
4
,
3
0
0
円

 

 
2
7
,
1
0
0
円

 

 
2
0
,
6
0
0
円

 

1
4
,
5
0
0
円

 
 

 
 

9
,
3
0
0
円

 

 
 
6
,
7
0
0
円

 
 

 
 

4
,
5
0
0
円

 
 

 
 
3
,
3
0
0
円

 

 

2
,
2
0
0
円

 

1
,
1
0
0
円

 

0
円

 

0
円

 

入
所

施
設

 

費
用

徴
収

 

基
準

月
額

 

 

                                 

備
考

 
１

 
上

表
の

Ｃ
階

層
に

お
け

る
「

均
等

割
」

と
は

、
地

方
税

法
第

２
９

２
条

第
１

項
第

１
号

に
規

定
す

る
均

等
割

を
い

い
、

同
階

層
及

び
Ｄ

１
～

Ｄ
１

5
階

層
に

お
け

る
「

所

得
割

」
と

は
、

同
項

第
２

号
に

規
定

す
る

所
得

割
を

い
う

。
 

な
お

、
同

法
第

３
２

３
条

に
規

定
す

る
市

町
村

民
税

の
減

免
が

あ
つ

た
場

合
に

は
、

そ
の

額
を

所
得

割
の

額
又

は
均

等
割

の
額

か
ら

順
次

控
除

し
て

得
た

額
を

所
得

割
の

 

別
表

第
３

（
第

２
９

条
関

係
）

 

費
用

徴
収

基
準

 



                                  

額
又

は
均

等
割

の
額

と
す

る
。

 

２
 

所
得

割
の

額
の

算
定

方
法

は
、

地
方

税
法

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

ほ
か

、
次

に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

⑴
 

地
方

税
法

第
３

１
４

条
の

７
及

び
第

３
１

４
条

の
８

並
び

に
附

則
第

５
条

第
３

項
、

第
５

条
の

４
第

６
項

及
び

第
５

条
の

４
の

２
第

５
項

の
規

定
は

適
用

し
な

い

も
の

と
す

る
。

 

⑵
 

地
方

税
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
（

平
成

２
２

年
法

律
第

４
号

）
第

１
条

の
規

定
に

よ
る

改
正

前
の

地
方

税
法

第
２

９
２

条
第

１
項

第
８

号
に

規
定

す
る

扶

養
親

族
（

１
６

歳
未

満
の

者
に

限
る

。
以

下
こ

の
表

に
お

い
て

「
扶

養
親

族
」

と

い
う

。
）

及
び

同
法

第
３

１
４

条
の

２
第

１
項

第
１

１
号

に
規

定
す

る
特

定
扶

養

親
族

（
１

９
歳

未
満

の
者

に
限

る
。

以
下

こ
の

表
に

お
い

て
「

特
定

扶
養

親
族

」

と
い

う
。

）
が

あ
る

と
き

は
、

同
号

に
規

定
す

る
額

（
扶

養
親

族
に

係
る

も
の

及

び
特

定
扶

養
親

族
に
係

る
も
の
（

扶
養

親
族

に
係

る
額

に
相

当
す
る
も
の
を
除

く
。
）

に
限

る
。

）
に

同
法

第
３

１
４

条
の

３
第

１
項

に
規

定
す

る
所

得
割

の
税

率
を

乗

じ
て

得
た

額
を

控
除

す
る

も
の

と
す

る
。

 

⑶
 

当
該

扶
養

義
務

者
が
指

定
都

市
の
区

域
内

に
住

所
を
有

す
る
者

で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ

ら
の

者
を

指
定

都
市

以
外

の
市

町
村

の
区

域
内

に
住

所
を

有
す

る
者

と
み

な

し
て

、
所

得
割

の
額

を
算

定
す

る
も

の
と

す
る

。
 

３
 

上
表

に
お

け
る

「
入

所
施

設
」

と
は

、
障

害
児

入
所

施
設

及
び

肢
体

不
自

由
児

又

は
重

症
心

身
障

害
児

を
入

院
さ

せ
る

指
定

発
達

支
援

医
療

機
関

を
い

う
。

 

４
 

上
表

の
Ｂ

１
階

層
に

お
け

る
「

単
身

世
帯

」
、
「

母
子

世
帯

等
」
、
「

在
宅

障
害

児

（
者

）
の

い
る

世
帯

」
及

び
「

そ
の

他
の

世
帯

」
と

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。
 

⑴
 

単
身

世
帯

 
扶

養
義

務
者

の
い

な
い

世
帯

を
い

う
。

 

⑵
 

母
子

世
帯

等
 

母
子

及
び

父
子

並
び

に
寡

婦
福

祉
法

第
６

条
第

１
項

に
規

定
す

る
配

偶
者

の
な

い
女

子
及

び
同

条
第

２
項

に
規

定
す

る
配

偶
者

の
な

い
男

子
で

、

民
法

第
８

７
７

条
の

規
定

に
よ

り
現

に
児

童
を

扶
養

し
て

い
る

も
の

の
世

帯
を

い

う
。

 

⑶
 

在
宅

障
害

児
（

者
）

の
い

る
世

帯
 

次
に

掲
げ

る
児

童
（

者
）

（
社

会
福

祉
施

設
に

措
置

さ
れ

た
児

童
（

者
）

、
法

第
２

４
条

の
２

の
規

定
に

よ
り

障
害

児
入

所

施
設

を
利

用
す

る
児

童
、

障
害

者
の

日
常

生
活

及
び

社
会

生
活

を
総

合
的

に
支

援

す
る

た
め

の
法

律
第

６
条

の
自

立
支

援
給

付
（

同
法

第
５

条
第

６
項

、
第

７
項

及

び
第

１
２

項
か

ら
第

１
４

項
ま

で
の

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

に
限

る
。

）
の

受
給

者

又
は

同
法

附
則

第
２

２
条

の
特

定
旧

法
受

給
者

を
除

く
。
）
の

い
る

世
帯

を
い

う
。

ア
 

身
体

障
害

者
福

祉
法

第
１

５
条

に
規

定
す

る
身

体
障

害
者

手
帳

の
交

付
を

受
 



                                  

 
 
け

た
者

 

イ
 

療
育

手
帳

制
度

要
綱

に
定

め
る

療
育

手
帳

の
交

付
を

受
け

た
者

 

ウ
 

特
別

児
童

扶
養

手
当

等
の

支
給

に
関

す
る

法
律

に
定

め
る

特
別

児
童

扶
養

手

当
の

支
給

に
係

る
障

害
児

 

エ
 

国
民

年
金

法
に

基
づ

く
年

金
そ

の
他

の
公

的
年

金
の

う
ち

障
害

を
支

給
事

由

と
す

る
年

金
の

受
給

者
 

オ
 

精
神

保
健

及
び

精
神

障
害

者
福

祉
に

関
す

る
法

律
第

４
５

条
に

規
定

す
る

精

神
障

害
者

保
健

福
祉

手
帳

の
交

付
を

受
け

た
者

 

⑷
 

そ
の

他
の

世
帯

 
保

護
者

の
申

請
に

基
づ

き
、

生
活

保
護

法
に

定
め

る
要

保
護

者
等

特
に

困
窮

し
て

い
る

と
法

第
５

６
条

の
規

定
に

よ
る

知
事

が
認

定
し

た
世

帯

を
い

う
。

 

５
 

同
一

世
帯

か
ら

２
人

以
上

の
児

童
等

が
措

置
を

受
け

て
い

る
場

合
は

、
そ

の
月

の

費
用

徴
収

基
準

月
額

の
最

も
多

額
な

児
童

等
以

外
の

児
童

等
に

つ
い

て
は

、
そ

の
施

設
の

上
表

の
費

用
徴

収
基

準
月

額
に

１
０

分
の

１
を

乗
じ

て
得

た
額

を
も

つ
て

そ
の

児
童

等
の

費
用

徴
収

基
準

月
額

と
す

る
。

 

 
 

た
だ

し
、

措
置

児
童

等
の

属
す

る
世

帯
の

扶
養

義
務

者
が

法
第

２
１

条
の

５
の

２

の
障

害
児

通
所

給
付

費
又

は
法

第
２

４
条

の
２

第
１

項
の

障
害

児
入

所
給

付
費

を
支

給
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、

当
該

措
置

児
童

等
の

世
帯

に
係

る
費

用
徴

収
基

準
月

額
に

つ
い

て
は

、
「

入
所

施
設

に
係

る
費

用
徴

収
基

準
月

額
＋

入
所

施
設

に
係

る
費

用
徴

収
基

準
月

額
×
０

．
１

×
（

当
該

世
帯

に
お

け
る

施
設

入
所

児
童

の
人

数
－

１
）

」

に
２

を
乗

じ
て

得
た

額
を

当
該

世
帯

に
係

る
上

限
額

（
当

該
世

帯
に

お
け

る
施

設
入

所
児

童
に

つ
い

て
、

費
用

徴
収

基
準

月
額

が
日

割
り

又
は

通
所

施
設

に
係

る
費

用
徴

収
基

準
月

額
で

あ
る

場
合

は
、

当
該

世
帯

に
お

け
る

施
設

入
所

児
童

の
費

用
徴

収
基

準
月

額
の

合
算

額
に

２
を

乗
じ

て
得

た
額

を
当

該
世

帯
に

係
る

上
限

額
と

す
る

。
）

と
し

、
そ

の
額

が
そ

の
月

の
利

用
者

負
担

額
（

法
第

２
４

条
の

７
に

規
定

す
る

食
事

の
提

供
に

要
し

た
費

用
及

び
居

住
に

要
し

た
費

用
並

び
に

法
第

２
１

条
の

５
の

２
９

に
規

定
す

る
肢

体
不

自
由

児
通

所
医

療
又

は
法

第
２

４
条

の
２

０
に

規
定

す
る

障
害

児
入

所
医

療
に

係
る

利
用

者
負

担
を

含
む

利
用

者
負

担
の

上
限

額
（

実
際

に
利

用
者

負
担

と
し

て
支

払
つ

た
額

が
上

限
額

を
下

回
る

場
合

は
当

該
支

払
つ

た
額

と
す

る
。
）

を
い

う
。

以
下

こ
の

表
に

お
い

て
同

じ
。

）
を

上
回

る
場

合
は

、
そ

の
額

と
障

害
児

施
設

の
利

用
者

負
担

額
と

の
差

額
を

２
で

除
し

て
得

た
額

（
そ

の
額

に
１

円
未

満
の

端
数

を
生

じ
た

と
き

は
、

こ
れ

を
切

り
捨

て
た

額
）

を
入

所
施

設
に

係
る

費
用

徴
収

基
準

月
額

と
し

、
障

害
児

施
設

の
利

用
者

負
担

額
が

当
該

世
帯

に
係

る
上

限
額

を
上

回
る

場
合

は
、

入
所

施
設

に
係

る
費

用
徴

収
基

準
月

額
は

０
円

と
す

る
。

 



      
 

６
 

費
用

徴
収

基
準

月
額

が
、

そ
の

月
に

お
け

る
そ

の
措

置
児

童
に

係
る

措
置

費
又

は

入
所

世
帯

に
係

る
措

置
費

等
の

支
弁

額
を

超
え

る
場

合
に

は
、

上
表

及
び

５
に

か
か

わ
ら

ず
、

当
該

支
弁

額
と

す
る

。
 

７
 

障
害

児
入

所
施

設
又

は
肢

体
不

自
由

児
若

し
く

は
重

症
心

身
障

害
児

を
入

院
さ

せ

る
指

定
発

達
支

援
医

療
機

関
に

入
所

し
、

又
は

入
院

し
て

い
る

措
置

児
童

が
満

３
歳

に
達

す
る

日
以

後
の

最
初

の
３

月
３

１
日

を
経

過
し

た
障

害
児

で
あ

つ
て

、
小

学
校

就
学

の
始

期
に

達
す

る
ま

で
の

間
に

あ
る

も
の

で
あ

る
場

合
は

、
第

２
９

条
第

１
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

当
該

措
置

児
童

に
係

る
措

置
費

は
徴

収
し

な
い

。
 

８
 

Ｂ
２
階

層
と
認

定
さ
れ
た
世

帯
に
属

す
る
措

置
児

童
が
満

３
歳

に
達

す
る
日

以
後

の

最
初

の
３

月
３

１
日

ま
で

の
間

に
あ

る
障

害
児

で
あ

る
場

合
に

つ
い

て
も

、
７

と
同

様
と

す
る

。
 

 



 

様
式
第
一
号
の
二
及
び
様
式
第
一
号
の
三
中
「
（
自
署
又
は
記
名
押
印
）
」
及
び
「
㊞
」
を
削

る
。 

 
様
式
第
一
号
の
四
か
ら
様
式
第
一
号
の
六
ま
で
の
規
定
中
「
㊞
」
を
削
る
。 

 

様
式
第
一
号
の
七
か
ら
様
式
第
一
号
の
十
一
ま
で
の
規
定
中
「
（
自
署
又
は
記
名
押
印
）
」
及

び
「
㊞
」
を
削
る
。 

 

様
式
第
二
号
中
「
（
自
署
又
は
記
名
押
印
）
」
を
削
る
。 

 

様
式
第
四
号
中
「
印
」
を
削
る
。 

 

様
式
第
六
号
中
「
（
自
署
又
は
記
名
押
印
）
」
を
削
る
。 

 

様
式
第
七
号
中
「
印
」
を
削
り
、
「
あ
て
先
」
を
「
宛
先
」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
八
号
の
三
か
ら
様
式
第
八
号
の
五
ま
で
の
規
定
中
「
印
」
を
削
る
。 

 

様
式
第
九
号
中 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 

」
に
改
め
、
同
様
式
注
意 

                     

に
改
め
る
。 

 

様
式
第
十
号
中
「
（
自
署
又
は
記
名
押
印
）
」
及
び
「
㊞
」
を
削
り
、
同
様
式
の
注
意
５
中
「
ｑ 

本
年
度

分
市
町

村
民
税

 

前
年
分

 
 所
得
税

 

有
・
無

 
有
・
無

 

有
・
無

 
有
・
無

 

有
・
無

 
有
・
無

 

有
・
無

 
有
・
無

 

有
・
無

 
有
・
無

 

 

有
・

無
 

有
・

無
 

有
・

無
 

有
・

無
 

有
・

無
 

本
年

度
分

 
市

町
村

民
税

 

 

様
式
第
九
号
中
「
（
自
署
又
は
記
名
押
印
）
」
及
び
「
㊞
」
を
削
り
、 

を 

「 

」 

」 

に
改
め
、
同
様
式
の
注
意
４
中
「
所
得
税
等
」
を
「
市
町
村
民
税
等
」 

市
町

村
民

税
等

 
所

得
税

等
 

「 

（
自

署
又

は
記

名
押

印
）

 

（
自

署
又

は
記

名
押

印
）

 

（
自

署
又

は
記

名
押

印
）

 

（
自

署
又

は
記

名
押

印
）

 

（
自

署
又

は
記

名
押

印
）

 

（
自

署
又

は
記

名
押

印
）

 

所
 

㊞
 

㊞
 

㊞
 

㊞
 

㊞
 

宛
先

 

印
 

印
 

印
 

あ
て

先
 



得
税
等
」
を
「
市
町
村
民
税
等
」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
二
十
二
号
か
ら
様
式
第
二
十
四
号
ま
で
の
規
定
中
「
印
」
を
削
る
。 

 
様
式
第
三
十
二
号
、
様
式
第
三
十
五
号
及
び
様
式
第
三
十
六
号
中
「
あ
て
先
」
を
「
宛
先
」
に

改
め
、
「
印
」
を
削
る
。 

 

様
式
第
三
十
九
号
の
三
、
様
式
第
三
十
九
号
の
六
か
ら
様
式
第
三
十
九
号
の
八
ま
で
、
様
式
第

三
十
九
号
の
十
、
様
式
第
三
十
九
号
の
十
一
及
び
様
式
第
三
十
九
号
の
十
四
中
「
㊞
」
を
削
る
。 

 

様
式
第
三
十
九
号
の
十
五
中
「
（
自
署
又
は
記
名
押
印
）
」
を
削
り
、
同
様
式
の
注
意
４
中
「
所

得
税
等
」
を
「
市
町
村
民
税
等
」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
四
十
号
中
「
あ
て
先
」
を
「
宛
先
」
に
改
め
、
「
印
」
を
削
る
。 

 

様
式
第
四
十
一
号
か
ら
様
式
第
四
十
三
号
ま
で
及
び
様
式
第
四
十
六
号
中
「
あ
て
先
」
を
「
宛

先
」
に
改
め
、
「
印
」
を
削
る
。 

 

様
式
第
四
十
八
号
中
「
（
自
署
又
は
記
名
押
印
）
」
を
削
る
。 

 

様
式
第
五
十
七
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
を 

         
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
様
式
第
一
号
の
二
か
ら
様

式
第
一
号
の
十
一
ま
で
、
様
式
第
二
号
、
様
式
第
四
号
、
様
式
第
六
号
、
様
式
第
七
号
及
び
様

式
第
八
号
の
三
か
ら
様
式
第
八
号
の
五
ま
で
の
改
正
規
定
、
様
式
第
九
号
の
改
正
規
定
（
「
（
自

署
又
は
記
名
押
印
）
」
及
び
「
㊞
」
を
削
る
部
分
に
限
る
。
）
、
様
式
第
十
号
の
改
正
規
定
（
「
（
自

署
又
は
記
名
押
印
）
」
及
び
「
㊞
」
を
削
る
部
分
に
限
る
。
）
、
様
式
第
二
十
二
号
か
ら
様
式

第
二
十
四
号
ま
で
、
様
式
第
三
十
二
号
、
様
式
第
三
十
五
号
、
様
式
第
三
十
六
号
、
様
式
第
三

十
九
号
の
三
、
様
式
第
三
十
九
号
の
六
か
ら
様
式
第
三
十
九
号
の
八
ま
で
、
様
式
第
三
十
九
号

の
十
、
様
式
第
三
十
九
号
の
十
一
及
び
様
式
第
三
十
九
号
の
十
四
の
改
正
規
定
、
様
式
第
三
十

九
号
の
十
五
の
改
正
規
定
（
「
（
自
署
又
は
記
名
押
印
）
」
を
削
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に

様
式
第
四
十
号
か
ら
様
式
第
四
十
三
号
ま
で
、
様
式
第
四
十
六
号
及
び
様
式
第
四
十
八
号
の
改

医
療

保
険

 

市
町

村
民

税
 

所
得

税
 

有
・

無
（

種
類

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
）

 

所
得

割
課

税
・

均
等

割
課

税
・

非
課

税
 

課
 

 
税

 
 
・

 
 

非
 

 
課

 
 

税
 

 

医
療

保
険

 

市
町

村
民

税
 

有
・

無
（

種
類

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
）

 

所
得

割
課

税
・

均
等

割
課

税
・

非
課

税
 

 

所
 

市
町

村
民

税
等

 

印
 

様
式
第
五
十
七
号
中 

」 

を 
医

療
保

険
 

市
町

村
民

税
 

有
・

無
（

種
類

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
）

 

所
得

割
課

税
・

均
等

割
課

税
・

非
課

税
 

に
改
め
る
。 

」 

「 

「 

得
税

等
 

得
税

等
 

市
町

村
民

税
等

 

印
 

㊞
 

印
 

（
自

署
又

は
記

名
押

印
）

 

宛
先

 
あ

て
先

 

あ
て

先
 

宛
先

 

あ
て

先
 

先
 

宛
 

（
自

署
又

は
記

名
押

印
）

 

（
自

 

（
自

署
又

は
記

名
押

印
）

 

㊞
 ㊞

 
署

又
は

記
名

押
印

）
 

□ 印
 

署
又

は
記

名
押

印
）

 

（
自

 



正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 
改
正
後
の
別
表
第
二
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
次
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と

い
う
。
）
以
後
の
助
産
の
実
施
、
母
子
保
護
の
実
施
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

百
六
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
（
障
害
児
入
所
施
設
に

係
る
部
分
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
措
置
又
は
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
措
置
等
」
と
い
う
。
）
に
要
す
る
費
用
の
徴
収
か
ら
適
用
し
、
同
日
前
の
措
置
等
に

要
し
た
費
用
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

３ 

改
正
後
の
別
表
第
三
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
の
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
（
障
害
児

入
所
施
設
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
措
置
に
要
す
る
費
用
の
徴

収
か
ら
適
用
す
る
。 

４ 

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
障
害
児
入
所
施
設
又
は
法
第
二
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指

定
発
達
支
援
医
療
機
関
に
入
所
し
、
又
は
入
院
し
て
い
る
本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
の
う
ち
、

改
正
後
の
別
表
第
三
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
費
用
徴
収
基
準
月
額
が
改
正
前
の
別
表
第
二
の

規
定
に
よ
り
算
出
し
た
費
用
徴
収
基
準
月
額
を
上
回
る
も
の
に
係
る
費
用
徴
収
基
準
月
額
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 



規  則 

 交番、駐在所及び警備派出所の設置に関する規則の一部を改正する規則をここに公布する。 

令和３年３月19日 

埼玉県公安委員会委員長 塩 川 修 

埼玉県公安委員会規則第４号 

交番、駐在所及び警備派出所の設置に関する規則の一部を改正する規則 

交番、駐在所及び警備派出所の設置に関する規則（昭和40年埼玉県公安委員会規則第３号）

の一部を次のように改正する。 

             「 

別表第１川越警察署の項中                    を 

                                」 

                      「 

                     

                                          

 「 

                      

「 

                    を    

                     

             

 

に改め、同表狭山警察署の項中                    を 

                                  

「 

                    

「 

                   を                    に 

                   」 

             「 

改め、同表久喜警察署の項中                     を 

に、 

川 越 中 央 交 番 

川 鶴 交 番 

 

川 越 中 央 交 番 

 

名 細 交 番 

福 原 交 番 

 

「 

」 
名 細 交 番 

 

に改め、同表東入間警察署の項中 

ふ じ み 野 駅 前 交 番 

水 谷 交 番 

 

ふ じ み 野 駅 前 交 番 

 

「 

」 

に改め、同表東松山警察署の項中 

高 坂 駅 前 交 番 

高 坂 西 交 番 

 

高 坂 駅 前 交 番 

 

「 

」 

太 田 交 番 

久 喜 駅 西 口 交 番 

 

」 

を 

「 

」 

」 

」 

」 

」 

西 武 交 番 

豊 岡 交 番 

 

西 武 交 番 

 



                                 

  

「                       

                     

                                    

を                    に改める。 

                  

 別表第２秩父警察署の項中                   を 

 

                  に改め、同表小鹿野警察署の項中     

 

 

 

  

 

 

                   に改める。 

附 則 

この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

 

 

 

久 喜 駅 西 口 交 番 

 

に、 

「 

」 

東 鷲 宮 駅 前 交 番 

鷲 宮 交 番 

 

東 鷲 宮 駅 前 交 番 

 

「 

」 

中 川 駐 在 所 

中 津 川 駐 在 所 

 

「 

」 

中 川 駐 在 所 

 

「 

」 

倉 尾 駐 在 所 

長 若 駐 在 所 

 

「 

を                    に改め、 

」 

倉 尾 駐 在 所 

 

「 

」 

」 

小 林 駐 在 所 

清 久 駐 在 所 

 

「 

」 

同表久喜警察署の項中                   を  

小 林 駐 在 所 

 

「 

」 



規 
 

則 

 
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

武 

笠 

正 

男 
 

 
 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
〇
三
八 

 
 

 

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。 

 

別
表
第
一
警
察
本
部
の
項
中
「
警
察
署
長
（
浦
和
、
浦
和
東
、
浦
和
西
、
大
宮
、
大
宮
東
、
大 

宮
西
、
蕨
、
川
口
、
武
南
、
朝
霞
、
新
座
」
を
「
警
察
署
長
（
浦
和
、
浦
和
東
、
浦
和
西
、
大
宮
、 

大
宮
東
、
大
宮
西
、
蕨
、
川
口
、
武
南
、
朝
霞
」
に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を
「
児

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
、
「
外
事
特
別
捜
査
隊
長
」
を
「
外
事
対
策
室
長
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

「
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所
長 

 

生
活
経
済
捜
査
室
長 

 
 

 

」 

童
虐
待
対
策
室
長 

 
 

 
 

年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所
長
」 

「
児 

 

少 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
八
十
八
号 

 
埼
玉
県
土
地
利
用
基
本
計
画
を
令
和
三
年
三
月
十
二
日
に
変
更
し
た
の
で
、
国
土
利
用
計
画
法

（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
九
条
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
三
項
の

規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。 

令
和
三
年
三
月
十
九
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

ふ
じ
み
野
市
の
区
域 

別
図
の
と
お
り
、
農
業
地
域
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
縮
小 

  
 

別図 

0 1,000 2,000

m

1:50,000 

ふじみ野農業地域（縮小）  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
八
十
九
号 

 
狭
山
市
に
お
け
る
地
籍
調
査
の
成
果
を
、
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）

第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
調
査
の
成
果
と
し
て
認
証
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

 

 

狭

山

市 

調
査
を
行
っ 

た
者
の
名
称 

平

成

三

十

年

度 

令

和

元

年

度 

 

調

査

を

行

っ

た 

時 
 
 
 
 
 
 
 

期 

地

籍

図

三

十

一

枚 

地

籍

簿

四

冊 

成

果

の 
名

称 

 

狭
山
第
五
十
三
地

区
（
入
間
川
・
富

士
見
二
丁
目
の
各

一
部
） 

調

査

を

行

っ

た 

地

区 

  

令
和
三
年
三
月

十
五
日 

 
 

認

証 

年

月

日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
号 

 
と
き
が
わ
町
に
お
け
る
地
籍
調
査
の
成
果
を
、
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十

号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
調
査
の
成
果
と
し
て
認
証
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

 

 

と
き
が
わ
町 

調
査
を
行
っ 

た
者
の
名
称 

令

和

元

年

度 

令

和

二

年

度 

 

調

査

を

行

っ

た 

時 
 
 
 
 
 
 
 

期 

地

籍

図

四

十

八

枚 

地

籍

簿

一

冊 

成

果

の 
名

称 

 

雲
河
原
一
地
区
（

大
字
雲
河
原
の
一

部
） 

調

査

を

行

っ

た 

地

区 

  

令
和
三
年
三
月

十
五
日 

 
 

認

証 

年

月

日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
一
号 

 
埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
条
例
（
平
成
六
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
一
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
、
川
口
市
か
ら
川
口
市
の
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
川
口
市
戸
塚
環
境
セ
ン
タ
ー
施

設
整
備
事
業
に
つ
い
て
環
境
影
響
評
価
書
の
提
出
が
あ
っ
た
。 

 

な
お
、
環
境
影
響
評
価
書
の
縦
覧
の
場
所
及
び
期
間
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

令
和
三
年
三
月
十
九
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

縦
覧
の
場
所 

 
 

埼
玉
県
環
境
部
環
境
政
策
課 

 
 

埼
玉
県
中
央
環
境
管
理
事
務
所 

 
 

埼
玉
県
越
谷
環
境
管
理
事
務
所 

 
 

川
口
市
環
境
部
新
戸
塚
環
境
セ
ン
タ
ー
建
設
室 

 
 

川
口
市
戸
塚
環
境
セ
ン
タ
ー 

 
 

さ
い
た
ま
市
環
境
局
環
境
共
生
部
環
境
対
策
課 

 
 

草
加
市
市
民
生
活
部
廃
棄
物
資
源
課 

 
 

越
谷
市
環
境
経
済
部
環
境
政
策
課 

 
 

越
谷
市
出
羽
地
区
セ
ン
タ
ー 

二 

縦
覧
の
期
間 

令
和
三
年
三
月
十
九
日
（
金
）
か
ら
令
和
三
年
四
月
二
日
（
金
）
ま
で
（
た
だ
し
、
土
曜
日
、

日
曜
日
を
除
く
。
） 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
二
号 

地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
二
号
）
第
二
十
七
条
た
だ
し
書
の
規
定

に
基
づ
き
、
埼
玉
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
病
院
事
業
の
業
務
に
係
る
公
金
の
収

納
及
び
支
払
の
事
務
の
一
部
を
取
り
扱
わ
せ
る
出
納
取
扱
金
融
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
、
令

和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

令
和
三
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕  

 

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行 

出
納
取
扱
金
融
機
関 

埼
玉
県
及
び
東
京
都
内
所
在
本
支
店 

取 
 

扱 
 

店 
 

舗 

javascript:OpenKokuhouDataWin('/cgi-bin/saitama-ken/D1W_d1jfiledl.exe?PROCID=-1496579389&UKEY=1610107143&REFID=32710040029200000000&JYO=27%200%200&BUNRUI=H&HANSUU=1&KOKUHOU_WEB=1&LINKTYPE=2')


告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
三
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
三
年
三
月
十
九
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
仮
称
）
オ
ー
ケ
ー
川
口
芝
店
新
築
工
事 

 
 

 

埼
玉
県
川
口
市
大
字
芝
字
梅
ヶ
坪
二
百
六
十
二
街
区
二
外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
の
意
見
の
概
要 

 

１ 

自
動
二
輪
車
の
出
入
り
口
が
交
差
点
に
近
い
た
め
、
十
分
な
視
距
が
確
保
で
き
る
よ
う

民
地
内
の
植
樹
は
低
木
に
す
る
こ
と
。 

 

２ 

来
店
経
路
に
つ
い
て
、
別
紙
「
来
退
店
経
路
図
（
周
辺
）
」
に
示
し
た
３
箇
所
か
ら
の
来

店
に
よ
る
交
通
渋
滞
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
図
示
し
た
箇
所
か
ら
の
来
店
不
可
を
示
す
誘

導
員
の
配
置
ま
た
は
案
内
看
板
の
設
置
を
す
る
こ
と
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
三
年
三
月
十
九
日
か
ら
令
和
三
年
四
月
十
九
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
四
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、 

児
玉
土
地
改
良
区
か
ら
役
員
に
就
任
し
た
者
及
び
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
三
年
三
月
十
九
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

就
任 

 
 

職
名 

 
 

氏 
 

名 
 

 
 

 
 

住 
 

 

所 

 
 

理
事 

荻 

野 
 

 

浩 
 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉
町
蛭
川
九
十
七
番
地
一 

 
 

同 
 

毛 

呂 

康 

男 
 

同 
 

同 
 

児
玉
町
上
真
下
三
百
七
十
一
番
地 

二 

退
任 

 
 

職
名 

 
 

氏 
 

名 
 

 
 

 
 

住 
 

 

所 

 
 

理
事 

新 

井 
 

 

弘 
 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉
町
上
真
下
三
百
八
十
三
番
地
一 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
五
号 

 
令
和
二
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
六
十
七
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
令
和
三
年
二
月
二
十

六
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
羽
生
市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二

十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
六
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨

の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

国
土
交
通
省
国
土
地
理
院 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

埼
玉
県
全
域 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
七
号 

 
令
和
二
年
埼
玉
県
告
示
第
七
十
二
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
令
和
三
年
二
月
二
十
六
日
終

了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
上
広
瀬
西
久
保
土
地
区
画
整
理
組
合
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
八
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
飯
能
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

飯
能
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

飯
能
市
大
字
岩
沢
地
内 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
八
月
三
十
一
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
九
号 

 
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年

法
律
第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
（
平
成

二
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
二
号
）
の
う
ち
、
次
の
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

           

根
岸
台
三
丁
目
‐

２ 根
岸
台
三
丁
目
‐

１ 土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
の
名
称 

平
面
図
等
を
埼
玉
県

朝
霞
県
土
整
備
事
務

所
及
び
朝
霞
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県

朝
霞
県
土
整
備
事
務

所
及
び
朝
霞
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。 

 

土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類 

平
面
図
等
を
埼
玉
県

朝
霞
県
土
整
備
事
務

所
及
び
朝
霞
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。 

平
面
図
等
を
埼
玉
県

朝
霞
県
土
整
備
事
務

所
及
び
朝
霞
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。 

土
砂
災
害
の
発
生
を

防
止
す
る
た
め
に
行

う
建
築
物
の
構
造
の

規
制
に
必
要
な
衝
撃

に
関
す
る
事
項 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
号 

 
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
一
九
―
二
四
―
一
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 

埼
玉
県
朝
霞
市
根
岸
台
三
丁
目
一
番
二
十
、
二
十
二 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

千
十
四
・
二
立
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
一
号 

 
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た

の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
告
す
る
。 

令
和
三
年
三
月
十
九
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

処
分
を
し
た
年
月
日 

 
 

令
和
三
年
三
月
十
七
日 

二 

処
分
を
受
け
た
建
築
士
の
氏
名
、
建
築
士
の
別
及
び
登
録
番
号 

三 

処
分
の
内
容 

 
 

二
級
建
築
士
の
業
務
停
止
二
月
（
令
和
三
年
五
月
一
日
か
ら
二
月
） 

四 

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
四
十
六
条
第
四
項
の
規

定
に
適
合
し
な
い
設
計
を
行
っ
た
。 

宮
坂 

友
大 

 

横
田
地 

翔 

氏

名 

二
級
建
築
士 

二
級
建
築
士 

建

築

士

の

別 

埼
玉
県
知
事
登
録
第
三
二
一
五
五
号 

埼
玉
県
知
事
登
録
第
三
二
三
八
五
号 

登

録

番

号 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
四

十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
七
十
三
号
で
告
示
し
た
東
松
山
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

令
和
三
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

東
松
山
市 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

東
松
山
都
市
計
画
下
水
道
事
業
東
松
山
市
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
四
十
六
年
三
月
二
日
か
ら 

 
 

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

分
流
地
区 

 
 

⑴ 

汚
水 

 
 

 

㈠ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

変
更
な
し 

 
 

 

㈡ 

使
用
の
部
分 

 

 
 

 
 

 

昭
和
四
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
七
十
三
号
、
昭
和
四
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
千 

 
 

 
 

 

四
百
六
十
号
、
昭
和
五
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
八
十
三
号
、
昭
和
五
十
三
年
埼 

 
 

 
 

 

玉
県
告
示
第
千
百
三
十
七
号
、
昭
和
五
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
六
号
、
昭 

 
 

 
 

 

和
五
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
七
十
一
号
、
昭
和
五
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
千 

 
 

 
 

 

五
百
二
十
一
号
、
昭
和
五
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
六
百
五
十
八
号
、
昭
和
六
十
一
年 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
七
十
七
号
、
昭
和
六
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
千
八
百
二
十
一
号
、 

 
 

 
 

 

平
成
二
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
十
三
号
、
平
成
五
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
号
、
平 

 
 

 
 

 

成
九
年
埼
玉
県
告
示
第
六
百
二
十
四
号
、
平
成
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
四 

 
 

 
 

 

号
、
平
成
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
七
号
、
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
告
示
第
千
六 

 
 

 
 

 

百
七
十
七
号
、
平
成
二
十
七
年
埼
玉
県
告
示
千
三
百
四
号
及
び
平
成
二
十
九
年
埼
玉 

 
 

 
 

 

県
告
示
第
二
百
三
十
一
号
の
事
業
地
に
沢
口
町
及
び
殿
山
町
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

 

 
 

⑵ 

雨
水 

 
 

 

㈠ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

 
 

 
 

 

変
更
な
し 



 
 

 

㈡ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

 

昭
和
四
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
七
十
三
号
、
昭
和
四
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
千 

 
 

 
 

 

四
百
六
十
号
、
昭
和
五
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
八
十
三
号
、
昭
和
五
十
三
年
埼 

 
 

 
 

 

玉
県
告
示
第
千
百
三
十
七
号
、
昭
和
五
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
六
号
、
昭 

 
 

 
 

 
和
五
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
七
十
一
号
、
昭
和
五
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
千 

 
 

 
 

 

五
百
二
十
一
号
、
昭
和
五
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
六
百
五
十
八
号
、
昭
和
六
十
一
年 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
七
十
七
号
、
昭
和
六
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
千
八
百
二
十
一
号
、 

 
 

 
 

 

平
成
二
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
十
三
号
、
平
成
五
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
号
、
平 

 
 

 
 

 

成
九
年
埼
玉
県
告
示
第
六
百
二
十
四
号
、
平
成
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
四 

 
 

 
 

 

号
、
平
成
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
七
号
、
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
告
示
第
千
六 

 
 

 
 

 

百
七
十
七
号
、
平
成
二
十
七
年
埼
玉
県
告
示
千
三
百
四
号
及
び
平
成
二
十
九
年
埼
玉 

 
 

 
 

 

県
告
示
第
二
百
三
十
一
号
の
事
業
地
に
沢
口
町
及
び
殿
山
町
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

 

 

ロ 

合
流
区
域 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

  
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
号 

 
蓮
田
市
か
ら
蓮
田
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二

十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
下
水
道
局
下
水
道
事
業
課
に
お
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
三
月
十
九
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
三
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

新 

井 

哲 

也 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

堀
兼
根
岸
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

 



 
新 旧 

旧
新
別 

 

狭
山
市
柏
原
字
下
双
木
一
二
六
七
番 

 

 

四
地
先
か
ら
同
市
柏
原
字
下
双
木
一 

 

二
六
四
番
一
地
先
ま
で 

区 
 

 

間 

一
八
・
四
○
～ 

三
○
・
○
三 

一
八
・
四
○
～ 

 
 

 

一
八
・
四
一 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

三
五
・
一
一 

延 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

狭
山
市
柏
原
鳥
之
上
土
地
区
画
整
理
事
業

に
よ
る
。 

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の

よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
三
月
十
九
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
三
年
三
月
十
九
日 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

新 

井 

哲 

也 
 

 



  

   
 
 
 

堀
兼
根
岸
線 

 
 
 
 

  

路 
 

線 
 

名 

 

狭
山
市
柏
原
字
下
双
木
一
二
六
七
番 

 

 

四
地
先
か
ら
同
市
柏
原
字
下
双
木
一 

 

二
六
四
番
一
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

令
和
三
年
三
月
二
十
二
日 

供
用
開
始
の
期
日 

 

 

令
和
三
年
三
月
十
九
日
付
け
埼

玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告

示
第
四
号
で
告
示
し
た
道
路
予
定

区
域
の
供
用
開
始
で
あ
る
。 

 

延
長
三
五
・
一
一
メ
ー
ト
ル 

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
七
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
三
月
十
九
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

田 

中 

勝 

也 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

阿
佐
間
幸
手
線 

三 

道
路
の
区
域 

 



     

 
 

 

旧
新
Ｂ 

 
 

 

旧
Ａ 

 
 

 

旧 

新 

別 
 

久
喜
市
高
柳
字
溜
井
二
九
三
五
番
二

地
先
か
ら
同
市
高
柳
字
十
王
二
三
一

五
番
二
地
先
ま
で 

 

久
喜
市
高
柳
字
溜
井
二
九
三
五
番
四

地
先
か
ら
同
市
高
柳
字
十
王
二
三
一

五
番
二
地
先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

  
 

一
六
・
〇
五
～ 

 
 
 
 

三
六
・
六
四 

   
 

六
・
二
〇
～ 

 
 
 
 

六
・
五
二 

  
 

敷
地
の
幅
員 

 

（
メ
ー
ト
ル
） 

  

三
七
一
・
四 

  

二
八
九 

 
 
 

延 
 
 
 

長 

 
 
 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

旧
Ａ
は
久
喜
市
道
と
し
て
引
き
継
ぐ
。 

 

備 
 
 
 
 
 

考 



 

告

示 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
八
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
三
月
十
九
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

田 

中 

勝 

也 

  
 



 

 

幸
手
境
線 

路 
 

線 
 

名 

幸
手
市
東
三
丁
目
二
一
四
三
番
五
地
先
か
ら

同
市
大
字
上
吉
羽
字
堤
外
一
八
七
一
番
五
地

先
ま
で 供 

用 

開 

始 

の 

区 

間 

令
和
三
年
三
月
二
十
日 

（
午
後
二
時
） 

供 

用 

開 

始 

の 

期 

日 

 

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
付
け
埼
玉
県
杉

戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
一
号
で
告
示

し
た
道
路
予
定
区
域
の
供
用
開
始
で
あ
る
。 

 

延
長
一
六
三
五
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル 

備 
 
 
 
 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
十
一
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

令
和
三
年
三
月
十
九
日 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

志 

村 
 

 

宏 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
二
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
〇
二
〇
一
四
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

令
和
三
年
三
月
十
七
日 

 
 

越
建
セ
第
四
一
二
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
本
田
四
丁
目
二
百
四
十
七
番
一 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
大
字
本
宿
百
四
十
七
番
地
一
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
フ
ォ
ー
ル
七
七
―

Ｂ
二
〇
三 

 
 

平
山 

浩
太
郎 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
十
二
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

令
和
三
年
三
月
十
九
日 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

志 

村 
 

 

宏 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

令
和
三
年
三
月
一
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
〇
二
〇
〇
九
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

令
和
三
年
三
月
十
七
日 

 
 

越
建
セ
第
四
一
三
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
宮
代
一
丁
目
七
百
番
十
二
、
七
百
番
十
三
、
七
百
番
十
四
、
七
百

番
十
五
、
七
百
二
番
二
十
六
、
七
百
二
番
三
十
五
（
第
一
工
区
） 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
宮
代
一
丁
目
二
番
六
号 

 
 

新
井 

隆
一 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
十
三
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

令
和
三
年
三
月
十
九
日 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

志 

村 
 

 

宏 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

令
和
三
年
三
月
一
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
〇
二
〇
二
〇
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

令
和
三
年
三
月
十
五
日 

 
 

越
建
セ
第
四
一
六
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
字
金
原
百
十
四
番
一 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
高
野
台
南
二
丁
目
四
番
地
一 

ウ
ィ
ン
パ
レ
ス
鈴
木

番
館
二
〇 

 

六 
 

 
 

稲
原 

輝 
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